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第
5
章
　
人
力
車
と
馬
車
の
時
代

1
　
人
力
車

「
ク
ル
マ
」
と
呼
ば
れ
た
人
力
車

人
力
車
と
い
う
の
は
、
文
字
通
り
「
人
の
力
で
動

く
車
」
で
あ
る
。
昔
か
ら
の
駕
籠
は
、
本
体
部
分
の

上
に
長
い
横
棒
を
取
り
つ
け
、
前
後
で
大
が
か
つ
い

だ
。
そ
の
横
棒
を
な
く
し
て
、
本
体
部
分
の
下
に
大

き
な
二
輪
を
取
り
つ
け
、
大
が
引
っ
張
っ
て
走
る
の

が
人
力
車
で
あ
る
。

動
力
は
人
力
だ
が
、
ひ
た
す
ら
歩
く
の
に
比
べ
る

と
、
人
力
車
も
広
い
意
味
で
車
と
い
え
る
。
日
本
の

道
路
交
通
に
お
い
て
は
、
革
命
的
と
も
い
え
る
乗
り

物
だ
っ
た
。

そ
れ
ま
で
ど
の
地
方
で
も
、
大
き
な
街
道
は
別
と

し
て
、
道
の
多
く
は
「
大
ひ
と
り
が
通
れ
る
」
程
度

の
も
の
だ
っ
た
。
昔
か
ら
大
が
通
っ
て
自
然
に
踏
み

固
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
が
道
に
な
っ
た
。
橋
も
大
ひ
と

り
が
通
れ
れ
ば
よ
か
っ
た
。
そ
う
い
う
道
で
は
人
力

車
は
走
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
人
力
車
の
登
場
は
、

続
い
て
出
現
す
る
馬
車
と
あ
い
ま
っ
て
、
道
路
や
橋

の
整
備
・
改
良
を
う
な
が
す
大
き
な
力
と
も
な
っ
た

の
で
あ
る
。

東
京
に
初
め
て

人
力
車
が
出
現
し
、
営
業
を
始
め
た
の
が
一
八
七
〇

年
（
明
治
三
）
だ
っ
た
。

次
の
年
の
暮
れ
に
は
、
早
く
も
浜
松
に
お
目
見
え

し
た
。
そ
し
て
急
速
に
普
及
し
は
じ
め
、
一
八
七
二

年
（
明
治
五
）
に
は
浜
松
県
で
一
八
六
台
に
な
っ
た
。

北
遠
の
入
り
囗
の
二
俣
で
も
、
一
九
七
五
年
（
明
治
八
）

に
人
力
車
の
営
業
が
始
ま
っ
て
い
る
。

明治後期 から大正期の人力車



当
時
は
、
馬
の
ほ
う

が
人
手
よ
り
少
な
く
、
大
事

だ
っ
た
。
ま
だ
産
業
は
発
達
せ
ず
人
手
は
い
く
ら
で

も
余
っ
て
い
た
。
そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
、
人
力
車
は

個
人
営
業
で
き
る
し
、
体
力
に
自
信
の
あ
る
男
子
に

は
と
く
に
魅
力
的
な
新
し
い
職
業
だ
っ
た
。

こ
う
し
て
人
力
車
は
短
時
日
の
間
に
全
国
各
地
で

爆
発
的
に
増
え
、
二
俣
に
も
デ
ビ
ュ
ー
し
た
T

八
七

五
年
に
は
、
全
国
で
早
く
も
一
一
万
台
に
な
っ
て
い
た
。

南
遠
の
小
笠
町
で
も
、
一
九
七
二
～
七
三
年
頃
に

は
登
場
し
、
た
と
え
ば
医
師
が
往
診
な
ど
に
使
い
始

め
て
い
る
。

人
々
は
こ
の
新
し
い
乗
り
物
を
、
「
ク
ル
マ
」
あ
る

い
は
「
ジ
ン
リ
キ
」
と
呼
ん
だ
。
近
距
離
、
長
距
離

を
問
わ
ず
走
っ
た
。
し
か
も
江
戸
時
代
の
早
駕
籠
よ

り
速
く
、
一
日
に
八
〇
j

、
一
〇
〇
い
を
行
く
「
ク

ル
マ
」
も
い
た
。
遠
州
か
ら
東
京
へ
行
く
に
も
、
歩

く
の
に
比
べ
て
半
分
の
日
時
で
す
ん
だ
。

日
本
に
や
っ
て
く
る
外
国
人
た
ち
も
、
よ
く
「
ク

ル
マ
」
を
利
用
し
た
。
明
治
一
〇
年
代
に
東
海
道
で

は
、
旅
館
で
「
ク
ル
マ
」
の
チ
ケ
ッ
ト
を
旅
行
者
に

渡
す
場
合
、
そ
の
値
段
が
一
里
あ
た
り
五
銭
～
七
銭

で
、こ
れ
は
道
が
平
坦
で
あ
る
か
坂
が
あ
る
か
に
よ
っ

て
違
っ
て
い
た
（
マ
レ
ー
『
日
本
案
内
』
）
。

一
八
八
九
年
（
明
治
二
二
）
に
東
海
道
線
が
開
通

す
る
と
、
停
車
場
の
前
で
客
を
待
つ
人
力
車
が
増
え

た
。
明
治
の
終
わ
り
か
ら
大
正
の
初
め
頃
、
た
と
え

ば
鵞
津
駅
前
に
も
人
力
車
が
二
台
い
た
。
今
日
で
い

う
タ
ク
シ
ー
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
が
、

「
ジ
ン
リ
キ
は
い
つ
も
急
い
で
い
て
、
頼
ん
で
お
か

な
い
と
な
か
な
か
乗
れ
な
か
っ
た
」

と
古
老
は
伝
え
て
い
る
。

道
路
交
通
の
革
命
児

後
で
み
る
よ
う
に
、
や
が
て
乗
合
馬
車
も
新
し
い

交
通
手
段
と
し
て
各
地
に
出
現
す
る
。
そ
し
て
人
力

車
と
の
間
で
、
激
し
い
客
の
奪
い
合
い
が
展
開
さ
れ

る
よ
う
に
な
る
。

人
力
車
も
乗
合
馬
車
も
、
そ
れ
ま
で
の
「
歩
く
」

か
ら
「
車
」
へ
、
道
路
交
通
の
革
命
と
い
え
る
乗
り

物
た
っ
た
。
ひ
た
す
ら
歩
い
た
時
代
か
ら
み
れ
ば
、

こ
れ
も
文
明
開
化
の
象
徴
の
よ
う
に
人
々
の
目
に
は

映
っ
た
。

駅前の人力車

サイドカーと人力車



そ
の
文
明
開
化
の
波
か
ら
取
り
残
さ
れ
ま
い
と
し

て
、
各
地
で
有
志
が
私
財
を
投
げ
う
っ
て
道
路
や
橋

を
改
良
、
あ
る
い
は
新
し
く
つ
く
っ
た
。
国
の
交
通

政
策
に
先
立
っ
て
、
住
民
に
よ
る
交
通
施
設
の
改
良

が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な
事

例
に
つ
い
て
は
、
第
7
章
で
ま
と
め
て
述
べ
る
こ
と

に
す
る
。

初
め
は
鉄
輪
の
車
輪
だ
っ
た
の
で
、
悪
路
を
カ
ラ

カ
ラ
と
大
き
な
音
を
た
て
て
走
っ
た
。
ゴ
ム
輪
の
車

輪
に
な
っ
だ
の
は
大
正
の
初
め
頃
か
ら
で
、
乗
り
心

地
は
非
常
に
よ
く
な
っ
た
。

し
か
し
乗
合
馬
車
と
の
競
合
で
は
、
人
力
車
は
し

だ
い
に
客
を
取
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
れ
で
も
人
力
車

の
需
要
と
人
気
は
根
強
く
て
、
容
易
に
す
た
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。

乗
合
馬
車
に
つ
づ
い
て
、
さ
ら
に
強
力
な
ラ
イ
バ

ル
と
し
て
、
軽
便
鉄
道
や
鉄
道
が
発
達
し
て
く
る
。

そ
の
頃
に
は
人
力
車
の
普
及
も
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
て
い

た
。
そ
れ
で
も
長
距
離
は
と
も
か
く
都
市
部
や
鉄
道

の
な
い
地
域
な
ど
で
は
、
依
然
と
し
て
人
々
の
足
と

し
て
生
き
つ
づ
け
た
。

そ
の
人
力
車
も
、
つ
い
に
と
ど
め
を
刺
さ
れ
る
と

き
が
来
る
。
そ
れ
は
大
正
の
終
わ
り
頃
（
一
九
二
〇

年
代
中
頃
）
か
ら
の
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
発
達
だ
っ

た
。
機
械
を
動
力
と
す
る
乗
り
物
に
対
し
て
人
の
力

だ
け
に
頼
る
人
力
車
は
、
交
通
の
手
段
と
し
て
は
時

代
遅
れ
の
存
在
に
な
っ
て
い
っ
た
。

「
自
動
車
に
お
さ
れ
て
人
力
車
の
客
な
し
」

「
本
年
度
の
廃
業
三
〇
余
件
」

と
い
っ
た
記
事
が
昭
和
の
初
め
頃
に
は
よ
く
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
遠
州
に
隕
ら
ず
全
国
的

な
傾
向
だ
っ
た
こ
と
は
、
次
の
数
字
（
全
国
の
人
力

車
台
数
）
が
よ
く
示
し
て
い
る
。

一
九

匸
一
年
（
大
正

二
　
　

匸
一
七
、
〇
〇
〇
台

一
九
二
九
年
（
昭
和
四
）
　
　
　六
五
、
〇
〇
〇
台

そ
れ
で
も
昭
和
の
初
期
ま
で
は
、
人
力
車
は
人
々

の
足
と
し
て
ま
だ
利
用
さ
れ
る
交
通
手
段
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

一
九
一
一
年
（
明
治
四
四
）
に
市
制
が
施
行
さ
れ

て
以
降
の
浜
松
市
の
人
力
車
（
一
人
乗
り
）
数
の
推

移
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

一
九
一
一
　（
明
治
四
四
）
　
　
　
　
　
九
七

一
九
一
四
（
大
正
三
）
　
　
　
　
　
　
九
七

一
九
ニ

ー
　（
大
正
一
〇
）
　
　
　
　
一
八
七

一
九
二
二
（
大
正
一
　匸
　
　
　
　

一
八
九

一
九
二
三
（
大
正

匸
一
）
　
　
　
　
一
九
三

一
九
二
四
（
大
正

匸
二
）
　
　
　
　
一
九
〇

一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
　
　
　
　
一
七
六

一
九
二
六
（
昭
和

二
　
　
　
　
　

二
（

六

一
九
二
七
（
昭
和
二
）
　
　
　
　
　
一
四
五

一
九
二
九
（
昭
和
四
）
　
　
　
　
　
　
八
七

一
九
三
一
　（
昭
和
六
）
　
　
　
　
　
　
五
八

（
静
岡
県
統
計
書
）

ピ
ー
ク
か
ら
減
少
へ
と
転
じ
、
急
速
に
衰
退
し
て

い
く
さ
ま
は
、
ま
さ
に
バ
ス

ー
タ
ク
シ
ー
の
発
達
に

逆
比
例
し
て
い
た
。



第
5
章
　
人
力
車
と
馬
車
の
時
代

2
　
乗
合
馬
車
の
登
場

馬
車
輸
送
の
始
ま
り

明
治
に
な
っ
て
か
ら
も
、
江
戸
時
代
以
来
の
宿
駅
・

助
郷
制
度
は
、
す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
政
治

体
制
の
変
革
に
伴
っ
て
公
務
の
た
め
の
街
道
筋
の
往

来
が
増
え
、
ま
た
戊
辰
戦
争
が
起
こ
る
と
軍
事
上
の

必
要
か
ら
、
人
の
往
来
、
兵
器
・
食
料
な
ど
諸
物
資

の
輸
送
は
、
そ
れ
ま
で
以
上
に
増
え
た
。
政
府
は
そ

う
し
た
街
道
筋
の
交
通
・
運
輸
を
、
江
戸
時
代
の
宿

駅
・
助
郷
制
度
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
引
き
継
ぐ
形

で
強
行
し
た
。

し
か
し
、
宿
駅
で
の
休
泊
の
シ
ス
テ
ム
や
人
馬
の

継
ぎ
立
て
、
そ
れ
に
か
ら
む
助
郷
の
制
度
は
、
す
で

に
制
度
疲
労
を
起
こ
し
内
部
か
ら
崩
壊
し
は
じ
め
て

い
た
。
政
府
は
度
重
な
る
措
置
を
こ
う
し
た
が
、
問

題
は
解
決
せ
ず
、
一
八
七
一
年
（
明
治
四
）
～
一
八

七
二
年
に
は
つ
い
に
助
郷
制
度
を
廃
正
し
た
。
そ
し

て
東
海
道
を
は
じ
め
街
道
の
宿
駅
に
、
陸
運
会
社
を

強
制
的
に
設
置
さ
せ
て
、
そ
れ
ま
で
政
府
と
宿
役
人

の
管
理
下
に
あ
っ
た
人
馬
の
継
ぎ
立
て
を
独
占
的
に

明 治時代の乗合馬車を描いた銅版画



請
け
負
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
制
度

に
も
問
題
が
多
く
、
う
ま
く
機
能
し
な
か
っ
た
。

一
方
、
江
一
尸
時
代
か
ら
束
海
道
を
中
心
に
江
一
尸

土
足
都
～
大
坂
を
結
ん
で
、
公
私
の
手
紙
や
小
荷
物

の
運
送
を
取
り
扱
っ
て
い
た
定
飛
脚
業
者
は
、
明
治

に
な
っ
て
か
ら
も
そ
の
業
務
を
続
け
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
コ
ハ
七
一
年
（
明
治
四
）
に
政
府
が
郵
便
制
度

を
創
設
し
、
そ
の
業
務
を
官
営
と
し
た
の
で
、
飛
脚

業
者
は
手
紙
の
逓
送
を
取
り
匚
げ
ら
れ
貨
物
の
運
送

だ
け
の
業
務
と
な
っ
た
。

定
飛
脚
業
者
仲
問
は
結
束
し
て

匸
八
じ
二
年
（
明

治
五
）
、
陸
運
元
会
社
を
設
立
し
た
。
政
府
は
こ
の
陸

遲
元
会
社
を
保
護
し
、
令
田
的
輸
送
機
関
に
育
て
あ

げ
る
政
策
を
打
ち
出
し
た
。
官
用
品
の
運
送
も
す

べ

て
こ
の
会
社
に
取
り
扱
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

陸
巡
元
会
社
は
、
運
送
の
取
り
扱
い
だ
け
で
な
く
、

継
ぎ
立
て
業
務
に
も
進
出
し
、
全
国
竚
地
に
つ
ぎ
つ

ぎ
に
出
張
店
、
取
扱
所
を
開
い
て
い
っ
た
。
T

八
』

五
年
（
明
治
八
）
に
は
社
咎
を
内
川
通
運
会
社
と
変

更
し
た
。
前
述
の
陸
運
会
社
は
、
こ
の
年
い
っ
せ
い

に
解
散
を
命
じ
ら
れ
、
そ
の
多
く
加
陸
巡
元
会
社
に

吸
収
さ
扛
だ
。

こ
の
内
田
通
運
会
社
は
馬
車
に
よ
る
長
が
敲
輸
送

に
も
取
り
組
み
、
馬
車
輸
送
を
急
速
口
発
屐
さ
せ
て

い
っ
た
。

匸
べ
じ
し儿
年
（
明
治

匸
一
）
に
は
そ
の
支
社
・
分

社
・
継
し
所
な
ど
が
、
次
刀
よ
う
に
遠
州
の
町
々
や

村
々
に
も
広
く
網
羅
さ
れ
て
い
た
。

金
谷
　
　
　

分
社
・
継
立
所

河
原
町
　
　

分
社

掛
川
　
　
　

分
社
・
継
七匹
叫

明 治 初 期 の 手 紙 ・ 小 荷 物 の 輸 送

江戸時代の飛脚問屋は、手紙類 の輸送が本業で、副業 と

して小荷物の輸送も行っていた。

明 治になって手紙等の輸送が官営に、貨 物の輸送が民営

になる。つまり江戸時代からの飛脚問屋は本業のほうを取

り上げられた形になった。

しかし郵便を実際に運ぶのは脚夫（江戸時代でいえば飛

脚） で、馬車が登場してから、内国通運は郵便 を馬車で運

ぶ仕 事も請け負うようになる。東海道郵便馬車は、浜松の

林弥十郎らが内国通運をつうじて政府に働きかけて実現し

た。遠州では日坂～入野 が馬車で、島田～日坂 は脚夫、 大

野～新所は舟たっ たO 内国通運はつづいて旅客・小荷物を

運ぶ東海道馬車も運行するようになる。
伏見屋次左工門使用の印

掛川の定飛脚取次所で使用していた印鑑



日
坂
　
　
　

取
次
所

横
須
賀
　
　

分
社

森
町
　
　
　

分
社

奥
領
家
　
　

分
社

堀
ノ
内
　
　

分
社

見
付
　
　
　

分
社
・
継
立
所

中
泉
　
　
　

分
社

中
野
町
　
　

分
社

富
田
　
　
　

継
立
所

束
平
松
　
　

継
立
所

横
山
　
　
　

取
次
所

佐
久
間
　
　

取
次
所

中
部
　
　
　

取
次
所

浦
川
　
　
　

取
次
所

袋
井
　
　
　

分
社

浜
松
　
　
　

支
社
・
分
社

新
居
　
　
　

分
社

新
所
　
　
　

継
立
所

太
田
　
　
　

継
立
所

入
出
　
　
　

継
立
所

三
ヶ
日
　
　

継
立
所

笠
井
　
　
　

継
立
所

宮
口
　
　
　

分
社

な
お
、
こ
れ
ら
支
社
、
分
社
、
継
立
所
、
取
次
所

な
ど
の
社
員
数
は
、
日
坂
、
横
須
賀
、
三

ヶ
日
が
そ

れ
ぞ
れ
二
人
、
あ
と
は
す
べ
て
一
人
で
あ
っ
た
。

乗
り
物
の
ニ
ュ
ー
フ
ェ
ー
ス
、
悪
路
を
走

る

人
が
乗
る
馬
車
の
ほ
う
は
、
人
力
車
と
ほ
と
ん
ど

同
時
に
明
治
の
初
め
に
登
場
し
、
陸
上
交
通
の
ニ
ュ
ー

フ
ェ
ー
ス
と
し
て
活
躍
し
は
じ
め
て
い
た
。

内国通運の社章は、

日の 丸に「通」の字

を 白 抜 き し、運 送

（Express）の「E」を

配し たもので、近代

郵便制度の創設者・

前島密の創案という、

■

ヨ

ー

ロ
ッ
パ

に
お

け

る
馬
車

の
発

達

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で

は

二
（

世
紀
の
中
頃
に
、
客

と
貨
物
を
混
載
す
る
馬
車
（
ス
テ
イ

ジ

ー
ワ
ゴ

ン
）
が
登
場
し
た
。
一
七
世
紀
に
は
定
期
駅
馬

車
（
ス
テ
イ

ジ

ー
コ

ウ
チ
）
が
走

り
は
じ
め
、

一
八
世
紀
に
入
る
と
馬
車
を
中
心
と
す
る
道
路

輸
送
は
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。
馬
車
鉄
道
も
一

八
世
紀
に
出
現
し
、
一
九
世
紀
前
半
に
は
鉄
道

が
走
る
よ

う
に
な
る
（
日
本
に
初
め
て
鉄
道
が

完
成
し

た
一
八
七
二
年
に
は
、
先

進
諸
国
の
鉄

道
総
延
長
は
約
二
〇
万
冫

、
す
な
わ
ち
地
球
五

周
分
に
達
し
て
い
た
）
。

明治10年12月 東海道郵 便貨物輸送路線（『維新期の街道と輸送』） 内国通運・郵便蒸気船の マーク
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幕
末
の
開
国
当
時
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
お

よ
そ
三
〇
〇
年
も
前
か
ら
馬
車
時
代
が
続
い
て
い
た

か
ら
、
在
日
外
国
公
館
は
自
家
用
馬
車
を
当
然
の
こ

と
と
し
て
使
っ
て
い
た
。

一
八
六
八
年
（
明
治

匸

に
東
京
開
市
に
伴
っ
て

築
地
に
も
外
国
人
居
留
地
が
で
き
、
横
浜
の
外
国
人

居
留
地
と
結
ぶ
外
国
人
経
営
の
乗
合
馬
車
が
、
東
京

～
横
浜
間
を
走
り
は
し
め
た
。
翌
年
に
は
日
本
人
経

営
に
よ
る
初
め
て
の
乗
合
馬
車
が
、
東
京
～
横
浜
間

を
走
り
だ
し
た
。
い
ず
れ
も
主
に
外
国
人
た
ち
に
利

用
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
頃
か
ら
東
京

を
中
心
に
各
地
に
、
駅
馬
車
（
定
期
便
。
一
般
貨
客

の
ほ
か
官
営
郵
便
の
輸
送
も
請
け
負
っ
た
）
・
辻
馬

車
・
乗
合
馬
車
が
お
目
見
え
す
る
よ
う
に
な
る
。

東
海
道
を
長
距
離
の
馬
車
が
走
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
神
奈
川
～
ふ
田

原
間
が
最
初
だ
っ
た
。
二
年
前
に
設
立
さ
れ
た
前
述

の
陸
運
元
会
社
が
、
官
営
郵
便
の
輸
送
を
請
け
負
っ

て
馬
車
輸
送
を
始
め
た
の
で
あ
る
。

東
海
道
の
馬
車
輸
送
は
し
だ
い
に
西
へ
営
業
区
間

を
延
ば
し
、
一
八
七
六
年
（
明
治
九
）
ま
で
に
京
都

ま
で
延
長
さ
れ
た
。

官
営
の
郵
便
馬
車
に
並
行
し
て
一
八
七
八
年
（
明

治
一

二

か
ら
、
東
京
～
宮
（
現
、
熱
田
）
間
を
東

海
道
乗
合
馬
車
が
走
り
は
じ
め
、
浜
松
か
ら
も
こ
の

■

乗
合

馬
車

の
思

い
出

幼
い
頃
、
浜
松
舞
阪
間
を
往
き
来
し
て
い
た

乗
合
馬
車
の
こ
と
は
、
実

に
印
象
深

く
私
の
胸

に
刻
ま
れ
て

い
る
。
夏
休
み
に
な
る
と
、
朝
早

く
堀
留
の
立
場
ま
で
出
か
け
て
い
き
、
舞
阪
に

向
か
っ
て

出
る
馬
車
に
乗
り
、
母
の
生
家
へ
行

く
の
が
習
慣
と
な
っ
て

い
た
。

馬
車
の
終
点
と
な
っ
て
い
る
堀
留
の
立
場
は
、

東
海
道
線
の
踏
切
北
側
付
近
に
あ
っ
た
。
雑
然

と
し
た
道
路
に
沿
っ
て
、
饅
頭
や
甘
酒
を
売
る

茶
屋
風

の
家
が
あ
り
、
菓
子
や
飲
料
水
、
お
惣

菜
や
煮
肴
な
ど
も
店
頭

に
並

べ
ら
れ
て
い
た
。

馬
車
を
待
つ
間
の
ひ
と
時
を
、
店
の
奥
に
上
が

り
込
ん
で
洒
な
ど
を
飲
み
、
す
っ
か
り

ご
機
嫌

に
な
っ
て
い

る
客
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

馬
車

に
乗
り
込
む
と
、
ま
る
で
凱
旋
将
軍

に

で
も
な
っ
た
よ
う
な
気
分
で
、
次

々
に
変
わ
る

沿
道
の
風
景
を
楽
し
ん
だ
。
踏
切
を
越
え
て
南

下

し
て

い
く
と
、
並
木
越
し
に
西
明
神
野
、
東

明
神
野

か
ら
浅
田

方
面
が
広
い
田
面
の
向
こ
う

に
続
き
、
白
壁
の
土
蔵
や
松
の
木
や
、
織
物
工

場
の
鋸
形
の
屋
根
な
ど
が
望
見
さ
れ
た
。
ま
た

西
の
ほ
う
に
は
、
広
々
と
整
地
さ
れ
た
紡
績
工

場
の
敷
地
や
、

鉄
工
場
の
建
物
、
大
煙
突
、
水

槽
タ
ン
ク
と
、

そ
の
背
面
に
は
鴨
江
、
伊
場
か

ら
入
野
村
、
雄
踏
村
に
連
な
る
台
地
が
尾

を
引

く
よ
う
に
流
れ
て
い
た
。

馬
車
は
四
輪
で
、
前
部
が
馭
者
台
、
箱
型
の

後
部
が
客
用
座
席
で
あ
っ
た
。
乗
降

口
は
最
後

部

に
あ
り
、
一
段
の
踏
台

に
足
を
か
け
、
狭
い

車
中
に
入

る
。客
席
は
左
右
両
側
に
向
か
い
合
っ

て
腰
掛
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
厚
い
板
製

の
座
席
で
、
激
し
く
ゆ
ら
れ
な
が
ら
、
客
た
ち

は
い
つ
と
な
く
打
ち
解
け
た
話
に
花

を
咲
か
せ

る
の
で
あ
る
。
知
り
合
い
の
家
庭
の
こ
と
な
ど

話
題
に
出
る
と
、
そ
れ
が
糸
口
に
な
っ
て
次
々

に
話
が
は
ず
み
、
道
中
な

ご
や
か
た
っ
た
。

夏

に
は
、
開
い
た
両
側
の
窓
に
掛
け
ら
れ
た

紺
の
カ
ー
テ
ン
が
、
風
に
吹
か
れ
て
窓
外
に
な

び
く
こ
と
も
あ
っ
た
。

（
小
池
誠
二

。
「
遠
江
」
二
号
）
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乗
合
馬
車
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
東
京
～
浜

松
（
六
四
里
余
）
の
料
金
は
三
円
四
三
銭
で
あ
っ
た
。

こ
の
頃
、
東
海
道
を
馬
車
で
走
る
と
い
っ
て
も
、

ま
だ
橋
の
か
か
っ
て
な
い
川
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
は

渡
船
に
馬
車
を
積
ん
で
渡
し
た
。
遠
州
の
浜
松
～
新

所
間
も
、
小
蒸
気
船
に
馬
車
を
積
ん
で
渡
っ
た
。
道

路
が
悪
く
人
力
車
に
乗
る
区
間
も
あ
っ
た
。
箱
根
な

ど
の
難
所
で
は
駕
籠
に
乗
っ
た
。
東
京
～
横
浜
間
は

汽
車
だ
っ
た
。
料
金
は
そ
う
し
た
駕
籠
賃
や
渡
船
賃
、

橋
料
、
汽
車
料
金
な
ど
を
含
ん
で
い
た
。
つ
ま
り
、

い
く
つ
か
の
交
通
手
段
を
合
わ
せ
た
混
合
路
線
・
つ

ぎ
は
ぎ
輸
送
で
あ
っ
た
。

浜
松
～
新
橋
　
三
円
四
三
銭

浜
松
～
三
島
　
一
円
四
三
銭

浜
松
～
静
岡
　
　
　
九
〇
銭

浜
松
～
豊
橋
　
　
　
二
九
銭

浜
松
～
熟
田
　
　
　
八
六
銭

こ
の
東
海
道
乗
合
馬
車
は
毎
日
二
往
復
で
、
一
両

の
定
員
は
六
人
。
当
時
の
庶
民
に
と
っ
て
は
料
金
も

高
す
ぎ
た
か
ら
、
利
用
す
る
の
は
隕
ら
れ
た
大
た
ち

だ
っ
た
（
当
時
の
巡
査
の
初
任
給
四
円
）
。

し
か
し
、
一
定
の
路
線
を
、
定
時
に
発
着
し
て
往

復
し
、
し
か
も
定
額
料
金
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ま
で

日
本
の
道
路
交
通
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
遠
州
の
人
々
に
も
交
通
近
代
化
の
夜
明
け
を
告

げ
る
、
画
期
的
な
乗
り
物
の
出
現
だ
っ
た
。

I

一
八

七
九

年

（
明
治

匸

一
）

の
遠
州

の
車

両

郡
名
　
　
　
　

馬
車
　

人
力
車
　

牛
車
　
大
八
　

中
小
車

榛
原
　
　
　
　
　

－
　

一

二
（
　
I
　
　

一
　
　

三
七
四

佐
野
城
東
　
　
　

一
　

二
九
四
　
－
　
　

－
　
　

六
一
四

周
智
　
　
　
　
　
　
－
　
　

二
二
　
－
　
　

－
　
　
　
一
五
五

豊
田
山
名
磐
田
　
－
　

二
六
一
　
－
　

二
八
　
　

七
一
八

敷
知
長
上
浜
名
　
二
　

三
九
ニ
　

ー
　
ニ

六
　

匸
一
九
五

引
佐
麁
玉
　
　
　

－
　
　

二
七
　
一
　
　

一
　
　
　
匸
二
二

「
静
岡
県
統
計
概
表
」

（
注
）
「
人
力
車
」
は
一
人
乗
り
。
「
大
八
」
は
荷
積
車
で

大
七
も
含
む
。
「
中
小
車
」

は
荷
積
車
。
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遠
州
に
ぞ
く
ぞ
く
と
乗
合
馬
車
が
登
場

明
治
期
の
遠
州
で
、
近
代
化
の
息
吹
の
な
か
で
浜

松
を
中
心
に
活
躍
し
交
通
運
輸
業
の
先
駆
者
と
な
っ

た
の
は
、
林
弥
十
郎
（
一
八
四
五
～
一
九

匸
二
）
で

あ
る
。
林
家
は
江
戸
時
代
か
ら
代
々
、
飛
脚
の
家
柄

で
あ
っ
た
。

林
家
で
は
林
運
送
合
資
会
社
を
つ
く
り
内
国
通
運

の
浜
松
分
社
と
な
っ
た
。
手
が
け
た
郵
便
馬
車
事
業

は
安
定
し
、
ま
た
荷
馬
車
輸
送
も
軌
道
に
乗
っ
て
い

た
。
前
述
の
一
八
七
八
年
（
明
治
一
一
）
に
走
り
は

じ
め
た
東
海
道
乗
合
馬
車
で
は
、
林
弥
十
郎
が
浜
松

地
区
の
区
間
の
監
督
に
当
た
っ
た
。

日
本
初
の
私
鉄
で
あ
る
日
本
鉄
道
が
、
上
野
～
青

森
間
を
全
線
開
通
（
明
治
二
四
）
さ
せ
た
と
き
、
林

弥
十
郎
は
福
島
県
の
駅
付
近
の
線
路
敷
設
土
木
工
事

を
請
け
負
っ
た
り
も
し
て
い
る
。

一
八
九
六
年
（
明
治
二
九
）
、
弥
十
郎
は
浜
松
駅
前

に
速
里
軒
会
社
を
設
立
し
、
二
俣
、
気
賀
方
面
に
乗

合
馬
車
を
走
ら
せ
た
（
七
～
八
台
で
営
業
）
。

こ
の
明
治
二
〇
年
代
の
終
わ
り
頃

が
、
遠
州
で
の

乗
合
馬
車
の
草
分
け
時
代
だ
っ
た
。
浜
松
～
笠
井
間

に
も
乗
合
馬
車
が
走
り
は
じ
め
て
い
た
。
昔
か
ら
の

笠
井
街
道
は
、
東
海
道
の
馬
込
の
入
り
囗
か
ら
分
か

れ
て
北
に
向
か
い
、
神
立
を
経
て
、
天
王
へ
抜
け
る

屈
折
の
多
い
細
い
道
だ
っ
た
。
一
九
〇
〇
年
（
明
治

三
三
）
に
、
東
海
道
の
天
神
町
を
経
て
大
蒲
か
ら
北

に
向
か
い
、
宮
竹
、
原

島
、
天
王
へ
と
出
る
新

し
い
笠
井
街
道
が
開
通

し
て
、
馬
車
の
通
行
が

便
利
に
な
る
。

『
天
竜
市
史
』
に
よ

れ
ば
中
泉
～
二
俣
間
に

も
一
八
九
五
年
（
明
治

二
八
）
す
で
に
乗
合
馬

車
が
運
行
さ
れ
、
こ
の

年
の
利
用
客
は
八
七
六

〇
人
だ
っ
た
と
い
う
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三

〇
）
磐
田
に
中
遠
馬
車

合
資
会
社
（
中
泉
～
二

俣
）
が
発
足
、
こ
れ
は

ほ
ど
な
く
解
散
し
た
が
、

同
じ
年
に
森
袋
井
馬
車

一

田
舎

馬
車

暑
い
昼
の
十
二
時
頃
で

あ
る
。
元
目
か
ら
鹿

島
行
き
の
馬
車
に
乗
っ
た
。
同
乗
者
七
人
。
一

人
は
十
歳
ば
か
り
の
女
の
子
だ
。
こ
の
頃
流
行

の
お
下
げ
に
き
れ
い
な
リ
ボ
ン
を
結
ん
で
い
た
。

そ
の
リ
ボ
ン
よ
り
き
れ
い
な
の
は
女
の
子
の
顔

で
あ
る
。
神
の
愛
は
こ
の
子
一
人
に
集
ま
っ
た

か
と
思
う
ほ
ど
美
し
い
。
こ
の
馬
車
中
の
花
で

あ

る
。
蕾
の
花
で
あ
る
。
将
来
は
幾
多
の
男
子

を
し
て
泣
か
し
た
り
、
立

た
せ
た
り
座
ら
せ
た

り
す
る
で

あ
ろ
う
。

馬
車
が
天
林
寺
の
下
へ
来
る
と
、
急
に
走
り

出
し
た
。
石
の
上
へ
乗
り
上
げ
た
。
馬
車
は
客

を
ひ
と
揺

す
り
揺
す
っ
た
。
前
に
あ
っ
た
電
気

燈
が
ひ
ど
く
よ
ろ
け
て
、
居
眠
り
の
客
の
頭
に

ぶ
つ
か
っ
た
。
客
は
知
覚
を
呼
び
起
こ
し
て
、

口
を
も
ぐ
も
ぐ
や
っ
て
い

る
。

馬
丁

が
口
笛
を
吹

き
な
が
ら
鞭
を
振
り
上
げ

た
。
ぴ
し
り
と
音
が
し
た
と
思
う
と
馬
は
走
り

出
し

た
。
汗
を
か
き
な
が
ら
走
る
。
六
人
乗
り

の
馬
車
は
暑
い
。
蒸

さ
れ
る
よ
う
だ
。

涼
し
い
風
が
吹
い
て
く
る
。
青
々
と
し
て

い

る
田

の
面
を
吹
い
て
く
る
。
草

の
香
を
の
せ
て

く
る
。
遠
い
山
が
紫
に
見
え
る
。
そ
こ
は
涼
し

そ
う
だ
。

汗

ば
ん
だ
馬
は
走
ら
な
く
な
っ
た
。
腹
が
へ
っ

て

き
た
に
違
い
な
い
。
女
の
子

は
眠
そ
う
だ
。

両

ま
ぶ
た
が
だ
ん
だ
ん
細
く
な

る
。
愛

ら
し
い

上
ま
ぶ
た
が
落
ち
か
か
る
。
涼
し
い
風

は
眠
れ

よ
と
い
い
た
げ
に
リ
ボ
ン
を
ひ
ら
ひ
ら
と
な

ぶ

る
（
後
略
）
。

（
浜
名
郡
青
年
会
青
年
雑
誌
、
明
治
四
一
年
九

月
、
筆
者
＝
秋
　

星
。
漢
字
、
か
な
、
句
読
点

な
ど
現
代

表
記
に
改
め
た
。
以
下
同
じ
）
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交 通 運 輸
の パ イ オ ニ ア 的 存 在 だ

っ

た 林 運 送 合 資 会 社
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内 国 通 運 社 長 よ り 林 弥 十 郎
に

送 ら れ た 書 状



合
資
会
社
、
金
指
馬
車
（
金
指
～
奥
山
、
金
指
～
浜

松
）
、
共
通
馬
車
合
資
会
社
、
天
竜
馬
車
合
資
会
社
（
中

ノ
町
～
浜
松
）
な
ど
、
ぞ
く
ぞ
く
と
名
乗
り
を
あ
げ

て
い
る
。

速
里
軒
の
林
弥
十
郎
は
、
競
合
す
る
共
通
馬
車
を

合
併
し
て
一
八
九
七
年
（
明
治
三
〇
）
に
浜
松
馬
車

株
式
会
社
を
設
立
、
ま
た
天
竜
馬
車
と
も
合
併
し
て

翌
年
か
ら
営
業
を
開
始
し
た
。
車
両
二
八
両
、
馬
三

〇
頭
で
、
路
線
は
浜
松
～
気
賀
、
浜
松
圭

一
俣
の
二

線
で
あ
る
。

気
賀
線
は
浜
松
・
高
町
の
曵
馬
坂
を
起
点
に
姫
街

道
を
、
鹿
島
線
は
元
目
を
起
点
に
二
俣
西
街
道
を
走
っ

た
。
各
線
一
日
八
往
復
だ
っ
た
。

浜
松
の
発
展
に
つ
れ
て
舞
阪
、
入
野
、
宇
布
見
、

堀
江
、
褂
塚
方
面
へ
も
乗
合
馬
車
が
出
て
い
た
。

「
テ
ト
テ
ト
テ
ト
テ
ト
」
と
い
う
乗
合
馬
車
の
ラ
ッ

パ
の
音
は
、「
ノ
ー
レ
、
ノ
ー
レ
ー
、
ゼ
ニ
ナ
ケ
ニ
ヤ
、

ヨ
セ
、
ヨ
ー
セ
ー
」
と
い
う
よ
う
に
も
聞
こ
え
た
と

い
う
。

道
端
で
呼
び
止
め
る
と
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
乗

せ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
大
正
時
代
の
終
わ
り

頃
に
バ
ス
が
登
場
し
て
く
る
ま
で
、
明
治
、
大
正
の

時
代
を
つ
う
じ
て
庶
民
の
交
通
機
関
と
し
て
親
し
ま

れ
た
。

一
九
〇
三
年
（
明
治
三
六
）
に
は
鷲
津
～
新
居
間

に
も
乗
合
馬
車
が
走
り
は
し
め
た
。「
み
な
、
乗
っ
た

か
や
ア
」
と
大
声
で
い
っ
て
か
ら
出
発
し
た
。
こ
の

乗
合
馬
車
が
走
る
よ
う
に
な
る
ま
で
は
、
新
居
の
大

た
ち
は
東
海
道
線
に
乗
る
に
は
、
鷲
津
駅
ま
で
の
細

い
暗
い
山
道
を
歩
い
て
い
た
。
新
居
駅
が
で
き
る
の

は
一
九
〇
八
年
（
明
治
四
一
）
で
あ
る
。

一
九
〇
六
～
七
年
（
明
治
三
九
～
四
〇
）
頃
に
は

乗
合
馬
車
は
全
盛
期
を
迎
え
、
遠
州
で
七
七
両
が
走
っ

て
い
た
。

「
当
時
、
た
と
え
ば
浜
松
か
ら
二
俣
に
行
く
に
は
、

二
俣
西
街
道
を
鹿
島
ま
で
乗
合
馬
車
を
利
用
し
、
鹿

島
か
ら
は
天
竜
川
を
渡
し
舟
で
渡
っ
た
。
し
か
し
天

竜
川
は
少
し
水
が
出
る
と
す
ぐ
川
止
め
に
な
る
。
す

る
と
や
む
な
く
、
中
泉
を
ま
わ
っ
て
、
や
は
り
乗
合

馬
車
で
二
俣
へ
向
か
っ
た
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
一
日

が
か
り
だ
っ
た
」

と
古
老
は
語
っ
て
い
る
。

当
時
、
人
力
車
も
よ
く
利
用
さ
れ
た
。
東
海
道
線

は
す
で
に
開
通
し
て
い
た
が
、
そ
の
路
線
以
外
の
圧

倒
的
に
広
い
地
域
で
は
、
「
ジ
ン
リ
キ
」
と
「
が
夕
馬

車
」
と
が
、
重
要
な
交
通
手
段
だ
っ
た
。
そ
れ
に
東

海
道
線
、
人
力
車
、
乗
合
馬
車
、
そ
し
て
渡
船
に
よ

る
、
遠
州
の
新
し
い
交
通
網
が
形
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。

北
遠
地
方
も
一
九
〇
六
年
（
明
治
三
九
）
に
二
俣

～
犬
居
間
の
道
路
改
良
が
完
成
し
て
馬
車
が
走
れ
る

よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
一
九
一
七
年
（
大
正
六
）
に

は
横
山
、
熊
に
も
客
馬
車
が
走
っ
て
い
た
。
第
7

章

で
み
る
よ
う
に
一
九
二
〇
年
頃
に
は
北
遠
地
方
の
道

路
改
良
も
ひ
と
通
り
終
わ
り
、
主
要
道
路
の
ほ
と
ん

ど
は
馬
車
の
通
行
が
可
能
に
な
る
。

馬
車
の
発
達
の
限
界

し
か
し
、
長
距
離
を
走
る
大
型
の
馬
車
に
と
っ
て
、

ど
の
地
方
で
も
道
幅
が
狭
い
ば
か
り
で
な
く
、
道
路

事
情
け
き
わ
め
て
悪
か
っ
た
。
路
面
の
凹
凸
が
ひ
ど

く
、
ま
た
雨
が
降
る
と
道
は
ぬ
か
る
み
と
な
っ
た
。

明治30年当時の乗合馬車の時刻表



壊
れ
た
り
、
転
覆
し
た
り
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
か
っ

た
。幕

末
以
来
、
わ
が
国
に
や
っ
て
き
た
外
国
人
た
ち

は
、
日
本
の
道
路
事
情
を
み
て
不
思
議
が
っ
た
。
彼

ら
の
母
国
で
は
、
砕
石
を
幾
重
に
も
敷
き
詰
め
て
路

面
に
す
る
マ
カ
ダ
ム
エ
法
に
よ
り
、
道
路
を
つ
く
っ

た
り
改
修
し
た
り
す
る
こ
と
が
常
識
だ
っ
た
。
こ
の

国
で
は
、
な
ぜ
そ
れ
を
し
て
い
な
い
の
か
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
江
戸
時
代
に
幕
府
は
街

道
筋
で
の
車
の
使
用
を
禁
じ
て
い
た
。
自
然
に
踏
み

固
め
ら
れ
て
で
き
た
道
の
上
を
、
人
と
馬

が
通
れ
さ

え
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
馬
車
が
快
適
に
走
れ
る
よ
う

な
街
道
を
つ
く
る
発
想
は
、
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

そ
れ
で
も
幕
末
に
な
っ
て
、
長
く
っ
づ
い
た
平
和

の
中
で
経
済
が
発
達
し
、
ま
た
風
雲
急
を
告
げ
る
政

治
的
状
況
も
重
な
っ
て
、
街
道
筋
を
行
き
来
す
る
人

と
物
の
輸
送
が
急
増
し
た
。
さ
す
が
に
幕
府
も
そ
れ

ま
で
の
方
針
を
一
部
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

小
型
荷
車
の
使
用
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
一
八
六

六
年
（
慶
応
二
）
に
は
江
戸
と
五
街
道
で
は
荷
物
を

運
ぶ
馬
車
の
使
用
も
認
め
た
。
こ
の
頃
に
は
伊
勢
路

な
ど
に
、
旅
人
を
乗
せ
て
運
ぶ
小
型
車
も
現
れ
た
。

し
か
し
そ
れ
も
例
外
的
な
こ
と
、
道
路
そ
の
も
の

が
改
良
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
か
ら
天
気
の
よ

い
日
に
は
、
旅
行
く
人
は
砂
は
こ
り
を
か
ぶ
っ
た
。

雨
の
囗
は
、
ぬ
か
る
み
を
歩
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
。
増
水
の
た
め
川
を
渡
れ
な
か
っ
た
り
、
洪
水
で

橋
が
流
さ
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
た
っ
た
。

明
治
以
降
も
こ
の
道
路
事
情
は
あ
ま
り
変
わ
ら
な

か
っ
た
。
道
行
く
人
も
、
人
力
車
も
、
馬
車
も
、
た

い
へ
ん
な
苦
労
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
橋

の
な
い
川
は
、
渡
船
に
馬
車
を
積
ん
で
渡
っ
た
。

こ
う
し
た
道
路
事
情
か
ら
、
乗
合
馬
車
の
発
達
に

も
限
界
が
あ
っ
た
。
鉄
道
が
発
達
し
、
し
だ
い
に
整

備
さ
れ
て
い
く
に
つ
れ
て
、
長
距
離
輸
送
の
手
段
と

し
て
は
馬
車
は
鉄
道
に
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
。
よ
う

や
く
道
路
の
改
良
が
か
な
り
進
む
頃
に
は
、
自
動
車

が
登
場
し
て
き
た
か
ら
、
乗
合
馬
車
の
活
躍
期
間
は

比
較
的
短
く
終
わ
る
こ
と
に
な
る
。

物
の
輸
送
に
関
し
て
は
、
明
治
二
〇
年
代
半
ば
頃

か
ら
大
八
車
を
人
が
ひ
い
た
り
、
馬
や
牛
が
ひ
く
荷

車
が
活
躍
し
は
じ
め
て
い
た
。
長
距
離
の
場
合
は
後

に
鉄
道
に
、
さ
ら
に
は
ト
ラ
ッ
ク
に
と
っ
て
代
わ
ら

れ
る
が
、
比
較
的
短
距
離
の
荷
物
輸
送
に
は
、
戦
後

ま
で
馬
車
は
利
用
さ
れ
つ
づ
け
た
。

馬車でお茶を出荷。昭和初期
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